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準の設定
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果たしてい
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バス及びふれ

定の需要が集
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採算性の向上

た運行が可能

者の多寡によ
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声を踏まえ適

ジ 

鉄道） 
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ス） 

都市 
拠点 

資

る事項（

市街地が形成

ます。特に、
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中する区間及
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能となる半面
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このような運
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資料３ 
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成され、

、名鉄犬

が市民の

市方面へ
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施設への

が一体と

及び時間

用者が少

め、デマ

面、“予

地に到

運行方

・検証
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表 バス路線の機能分類と路線維持の考え方 

機能分類 路線機能 サービス確保の考え方 路線維持の考

え方 

該当する 

現行路線 

 

公共交通軸 

（鉄道） 

通勤・通学や買物、通院など様々

な利目的に対処し、本市の都市軸

として機能する東西軸であり、名

古屋・岐阜方面への都市間交通需

要にも対処する 

・都市間を連絡する交通需要に応じた、高いサービス水準を確保する。

交通事業者が

運行 

ＪＲ高山線 

名鉄犬山線 

名鉄各務原線 

 

公共交通軸 

（幹線的バス）

 

通勤・通学や買物、通院など様々

な利目的に対処し、鉄道等他の広

域交通体系と一体となって地域

の公共交通の骨格を形成する 

・鉄道等と一体となった公共交通軸を形成するとともに、潜在需要の喚

起を図るため高いサービス水準を確保する。 

→定時性・速達性の確保に向けた走行環境の整備 

→多様な利用目的に対応した高頻度の運行水準の確保 

・教育機関や大規模事業所が立地する場合、通勤通学及び帰宅時間帯に

おける乗客集中に対応できる車両、システムの導入を図る。 

・鉄道や幹線的バスとの乗り継ぎ利便性の確保に留意したダイヤ設定と

する。 

交通事業者が

運行 

必要に応じ市

が支援 

路線バス 

生活交通 

（支線的バス）

 

高齢者をはじめ、自動車が運転で

きない人が、移動に困ることがな

いよう、住宅団地や集落と地域の

生活拠点（公共公益施設、医療施

設、商業施設等）や公共交通軸（鉄

道、幹線的バス）を結ぶ機能を有

する。 

・地域の生活拠点（公共公益施設、医療施設、商業施設等）、最寄鉄道駅、

幹線的バス路線に加え、中心市街地や商店街へのアクセス利便性の確

保に留意したルート及びダイヤ設定とする。 

・幹線的バスとの競合の回避に留意したルート及びダイヤ設定とする。

・住宅地と地域の生活拠点（公共公益施設、医療施設、商業施設等）、最

寄鉄道駅、幹線的バス路線を結ぶルートとする。 

・幹線的バス及び近隣市町のバス路線との乗り継ぎ利便性の確保に留意

したダイヤ設定とする。 

市民ニーズを

踏まえ、市が

政策的に運行 

ふれあいバス 

生活交通 

（デマンド型

交通） 

生活交通（支線的バス）が利用で

きない地域において、予約方式に

よるデマンド運行を実施する 

・予約のあった停留所のみを最短経路で運行（予約がない場合は運行し

ない） 

・毎日運行 

・運行時刻は、公共交通軸及び生活交通の発着時刻との整合を図りつつ

設定 
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く必要が
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ンド型交通は

時刻に運行す

話などの予約

ち寄り、利用

の公共交通で

ンド型交通は

の自由度の

態が存在しま

の導入にあた

下において地

域の実情に即

があります。

▼デマン

（資料：国土

型交通の概要

は、決められ

する一般の

約に応じて予

用者を乗せて

です。 

は、ルート、

の組み合わせ

ます。したが

たっては、事

地域の皆さ

即した運行形

 

ンド型交通の

土交通省ホー

要＞ 

れたルートを

路線バスと

予約のあった

て目的地へ向

ダイヤ、目

せにより、多

がって、デマ

事業費等一定

んが主体と

形態を検討し

イメージ

ームページ）
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異な

た停留
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目的地

多様な

マンド

定の制

なっ

してい
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③路線機能か

々な種類があ

からみた分類

ヤからみた分

からみた分類

あるデマンド型

類 

分類 

類 
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２．公共交通ネットワーク計画 

ふれあいバスの利用状況をみると、同じ路線であっても利用状況が異なります。利用者が

多い東海中央病院や市民会館等の拠点施設及び新鵜沼駅・鵜沼駅、名電各務原駅、各務ヶ原

駅、三柿野駅、蘇原駅、各務原市役所前駅、新那加駅・那加駅等の鉄道駅へのアクセスが主

体であり、これらの施設を跨ぎ路線全体を利用する需要は少なくなっています。 

また、時間帯によって、利用状況が異なることから、朝・夕の時間帯と、昼間時間帯分け

て路線のあり方を見直します。 

 

■公共交通ネットワーク全体の見直し方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線別の見直し方針 

 

 

 鉄道及び路線バスにより公共交通軸を形成する。 

 ふれあいバスは、公共交通軸及び乗り継ぎ拠点へのアクセス機能を有する

生活交通とする。 

 以下の鉄道駅及び拠点施設を乗り継ぎ拠点として位置づけ、待合環境の整

備、わかりやすい情報提供を行う。 

 鉄道駅（新鵜沼駅・鵜沼駅、名電各務原駅、各務ヶ原駅、三柿野駅、

蘇原駅、各務原市役所前駅、新那加駅・那加駅） 

 拠点施設（東海中央病院、市民会館、川島松倉） 

 各地域から東海中央病院、市民会館へは、施設の受付開始時間帯に、乗り

継ぎなし、もしくは１回の乗り継ぎでアクセス可能とする。 

 各地域から乗り継ぎ拠点となる鉄道駅へは、乗り継ぎなし、もしくは１回

の乗り継ぎでアクセス可能とする。 

 １路線の所要時間は、概ね１時間以内とする。 

 ふれあいバスは１時間に１本の運行水準を目指す。 

 バス停間の利用者数が少ない区間は、デマンド運行を検討とする。 

 各路線のダイヤは、主要目的施設の利用時間帯を踏まえ設定する。 

【公共交通軸（路線バス線）】 

 基本的には、現行の路線バスを維持するものとする。 
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図 区間によって利用者数が異なるふれあいバス 

＜西部・鵜沼線 新鵜沼行＞          ＜東部・南部線 産業文化センター行＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜川島・北部線 内藤記念くすり博物館行＞   ＜循環休日線 左回り＞ 

 

 

 

 

新那加駅からの利用者が多い川島・北部線 

 

 

 

【生活交通（ふれあいバス）】 

鵜沼北線 
市域東部の鉄道以北の地域をサービス圏域とする路線に再編 

 鵜沼駅～緑苑～八木山～各務～東海中央病院 

鵜沼南線 
市域東部の鉄道以南をサービス圏域とする路線に再編 

 新鵜沼駅～市民プール～名電各務原駅～各務ヶ原駅 

蘇原線 
蘇原地域と市役所、鉄道駅をサービス圏域とする路線に再編 

 市役所前駅～東海中央病院～蘇原駅～三柿野駅 

稲羽線 

稲羽地域とグリーンスタジアム、鉄道駅をサービスする路線として再編 

 東海中央病院～JR 各務ヶ原駅～名電各務原駅～グリーンスタ

ジアム～各務原市役所前駅 

那加線 
那加・尾崎地域と鉄道駅をサービス圏域とする路線に再編 

 那加駅～新那加駅～那加～尾崎～各務原市役所駅 

川島線 

川島地域と鉄道駅をサービス圏域とする路線に再編 

 各務原市役所前駅～三井～川島～新那加駅～那加駅 

 朝のみ運行し、昼はデマンド方交通により対応 

不便地域 
 鉄道・バスによりサービスされない地域は、デマンド型交通に

より対応する。 
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■地域公共交通ネットワークイメージ図  
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３．公共交通の利用促進策 

各務原市が目指すまちづくりの姿の具現化に向け、公共交通ネットワークを維持・活性化

するためには、誰もが分かりやすく、利用しやすい、利用したくなる環境を整備する必要が

あります。そのためには、地域と行政そして交通事業者の協働の下、様々な利用促進施策を

検討し、計画、実行、検証、改善を繰り返して実施していくものとします。そして、これら

施策の展開にあたっては、個々の施策が連動する中で、市民の交通行動の変容を促すような

取組み（モビリティ・マネジメント）として実施していくものとします。 

表 公共交通利用促進施策のメニューと実施主体 

施策等の分類 具体的な取り組み 実施主体 関係者の役割 

(1) 

利用者目線による

分かりやすい情報

の提供 

① 公共交通利用に係る積極的な情報提供 

 乗継拠点における総合案内板の設置 

 バス停案内表示の充実 

 バスマップ及び分かりやすいダイヤ表示 

 各務原市ホームページの充実  等 

行政・交通

事業者 

 交通事業者の支援の

下、各務原市が主体的

に実施 

② 分かりやすいバス系統表示 

 わかりやすい系統名・バス停名の設定 

 バス車両、バス停等への系統表示 

行政・交通

事業者  各務原市の支援の下、

交通事業者が主体的に

実施 
③ 分かりやすい乗り継ぎ情報提供 

 乗り継ぎ拠点における分かりやすい乗り継

ぎ情報の表示 

行政・交通

事業者 

(2) 

利用促進を誘導す

る施策 

① 割引運賃・企画切符の導入 

 ＩＣカードの導入 

 回数券の充実 

 乗り継ぎ割引制度の導入 

 市内全路線の利用が可能な 1日乗車券導入検討 

行政・交通

事業者 

 各務原市と交通事業者

の連携の下、それぞれ

の路線で実施 

② 待合環境の改善 

 乗り継ぎ拠点等における待合環境の改善 

行政・交通

事業者 

 交通事業者の支援の

下、各務原市が主体と

なって実施 

③ 環境や利用者に配慮したバス車両の導入 

 低公害車両、ノンステップバス等 

交通事業

者・行政

 交通事業者が主体的に

実施 

(3) 

地域づくりと一体

となったバスへの

愛着（マイバス意

識）を高める方策 

①地域コミュニティの形成に向けた取り組み 

 バスを活用したイベント開催等 
地域住民

 市のイベントは各務原

市が主体的に実施 

 地域及び関係団体独自

の活動は各務原市の支

援の下、地域住民、関

係団体が主体的に実施

② 関係機関との連携によるバス利用促進 

 各務原市の各種イベント時におけるバス利

用促進のキャンペーン 

 商業振興や環境保護を目的とする関係団体

と連携 等 

行政・関係

団体 

③ 地域住民による各種活動の実施 

 バスの乗り方サポート 

 利用モデルダイヤ作成 

 バス停付帯施設及び周辺における環境整

備、清掃、緑化等 

地域住民

④企業と一体となった取り組み 

 バスの車内広告やバス停名に企業名を用

いる時、企業が一体となって地域交通を支

える取り組みを実施 

行政・関係

団体 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バ
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岡

通

む

ま

ま

に

る

や

で

 

 

 

 

バ

【

安

と

の

 

 

 

 

 

 

 

商

【

協

場

円

バスを活用し

愛知県岡崎

崎市秋の市

通利用促進キ

む日」を開催

つりの期間

ちバスの小

乗ってクイ

ラリーゲー

や運転席記念撮

でもらうプロ

バスを活用し

佐賀県佐賀

安全なバスの待

って乗りこ

見方、降り

店と連携し

茨城県土浦

協賛店舗で1回

場合、当日乗車

分を贈呈す

たイベントの

市】 

市民まつりに

ャンペーン

している。 

中（2日間）

学生運賃が無

ズをといて

ムの開催、バ

撮影など、公

グラムを企画

たイベントの

市 佐賀市営

待ち方、行

み、車内での

るときに気を

たバス利用促

市 「キララ

回1,000円以

車券と引き換

る取り組みを

図 公共交

の事例②：市

に合わせて公

「公共交通に

は市内路線バ

無料となり、

て記念品がも

バスの乗り方

公共交通に親

画している。

資料：岡

の事例①：小

営バス】 

き先表示の見

のマナー、優

をつけること

促進事例 

ラちゃん」】

以上の買い物

換えに地域通

を実施してい

資料：

▼バスの

8 

交通利用促進

市のイベント

公共交

に親し

バス・

、バス

もらえ

方教室

親しん

。 

岡崎市 

小学生を対象

見方について

優先席・車い

となど、基本

 

物をした

通貨 100

いる。 

土浦市 

の乗り方教室

進施策の事例

トと連携した

象としたバス

ての説明や、

いす固定スペ

本的なバスの

▼地

▼イベ

室の様子

た利用促進策

スの乗り方教

バスへ実際

ペースの仕組

の乗り方を学

資料：佐

地域通貨「キラ

ベントのチラ

策 

教室 

際に整理券を

組み、運賃表

学習する。 

佐賀市交通局

ララ」 

ラシ 

を

表

局 
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バ
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各務原市地
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